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序

こ同報告雀は，中央本線信濃境 ー富士見問線路増設工事の施行に伴って，国鉄岐阜工事

局と富士見町教育委員会的聞で調査契約をと りかわ1...それにbとヴいて行った発掘調査

の結果をまとめたも町である.

契約では当初，昭和50年3月末日までにすべて的作輩を耕了する干定であったが，国鉄

の用地買収作業的関係で土地所有者と町制停が出来ず実3際的発掘調査は用地買収の完了を

待って一年必〈れとなってしまったa

発掘調査の実務は.閤査団を編成して行な ったが，発掘人夫は地元烏帽子区町経験者

を主体としたため作業は予想以上に捗った.

報文をまとめるにあたっては，発機担当者向武藤雄大が遺物と調資資料的箆理に当り，

小林公明が作図と本文町執筆を担当 Lた.付近的遺跡発見町遺物については作図 解説ど

も発見者向平出一治氏に依頼した。また.発揃鯛去を二遺跡同時に行なったため，本来な

らば報告書も遺跡ごとに分けて作成すべきであるが体裁は 括 L内容は遺跡ごとに分割執

筆する方法をとることに Lt::. .. 

報告書的完成にあた ry• こ町発掘講査に関係 Lた各位向御支援にたい し.ここに記L て

厚〈御礼申上げる次第である.

昭和四年11月1日

富士見町教育委員会

教育長 小林繁治

1 丸訴 2. ~J、ilI沢 3 職内 4 九兵衛層線

5 居平 6 梨木原 7 瞥利 8.井戸尻

餌1図遺跡付近図(1: 50，000) 
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調 査の 概要

丸森遺跡，~ ， 10余年前向国鉄通信ケ プル埋設工事の際.武藤信夫氏によって縄文時代

今期最末町埋農が発見され住居祉町埋没が確詑されていた.そこで，今回，国鉄町椋増工

事が計画されるに及び調査の対象となった円である.発詔子定地は山林で宵士見町溶 合

3164番地10・16・11と4410番地36.31町うち約 200m2を発掘の対象範囲と Lた.

小母沢遣時は，縄文時代前期末および中期並に平安時代後期的遺物散布地であり ，JJI..j犬

は普通畑および桑園と一部は原野になっている.尭鋸予定地は富士見町落合4153番地12

10・8のうち約 180m2の範囲について関査を笑施Lた.

発掘は，高士見町教育委員会が編成Lた調査団によって，昭和 50年8月21日-9月4

日までを主開査期間とし，地形測量.細部内確認調査町終了した町は 10月12日て・あった.

間査関係者名箸

1 調査委員会

垂貝E 浜茂般教育費貝盛

委員には教育~J'l 文化財審議委員を委嘱Lた.

2 調査団

団長小林繁桔ー靴育長副団長小林勲 ー保存会長

担当者武藤雄六小林公明ーー井戸尻考古舘

調査員小平底失小林泰平出一拍 h 長野県考古学会員

長崎元広武居幸重 ・ 仰

同査補助員折井教五味ー師 明拍大学生

3 .協力員

保存会的役且を吾唱した.

4 発掘書加者

小林益英小林百合 小林道子小林まさ子小林せつ小林のり子小林さみ小平

卵子・斉藤みとし 訴まら干揖由利子 品凶哲兇 消陵高校地陸部貝(この他守地形

制量水枕等に多〈町人々の参加があった.)

5 事務局

小地定義平出一江
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跡遺森丸

置位

切掛川町一瞬吸込まれるような深々と Lた相続を見ながら信濃境駅を出た中央東線が，

古地を掘削った中を走り故けて持沢川町浅い沢べりにかかろうとするところが丸森遺跡で

ここは，!~沢川 町東緑に沿って発達 L た標高 940m 前後の帯状古地が古Aガ喬期

町円丘体に接する地点で

ある.

の鼻戸屋 池袋溶岩町噴出によって形成された丸森山 (972m)

ある.

ここから人家町!~沢川 町商縁台地には縄文中期の集落遺跡が帯町ように展開 Lてい る.

点草する畑地を斜的に横切って北東400mに藤内遺跡を.~~沢を隔てた北 300m には九兵

衛尾根遺跡を望み， 丸森を西南側にまわれば居平遺跡がある.

それらに比べて，南面を丸森山によって遮られ.東南側に向って緩傾斜するこの場所は

手狭であって.遺跡町立地として恵ま

見、、、¥れているとはいい縫い。鉄道用地をふ

〈む70mX40m的範囲め小組模な遺跡

と推察される.今国内発掘地占はそ町

尾視が西南側へ傾斜して消滅すうち，

、‘-Lr 、
F
 るあた9で，遺跡内末端部に相当する

ところて・ある.

発掘の経過と遣婿2 

鉄道的開通以前に使用されていた用

水/9の跡をはさ んでグリッドを設定L

まず.汐町南側は丸て発鋸を行った.

森町楊端であるため腐蝕土町堆積がや

黒色土層 40cm.褐色土居 30や厚(， 
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丸森遺跡 (1: 1000) 開2図

cmでローム商に遼L，精査Lたが遺

物遺構は全〈検出きれなか勺た.北
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~3 図丸轟遺跡揖 1 号住居祉土拡

i聞は，黒色土層30cm.褐色土層 15em前後で軟質ロームに移り， 遺物が散見された. l 

かし遺構は，鉄道円掘割際に辛う じて桟された住居社町一部と，その西1聞に浅い土拡を臨

めただけにとどま った。

住居祉は，すでに通僧ケープル埋般工事的とき南隣から埋襲が発見されそ町存在が確認

きれていたので，これを第1号祉とする.遺棟は軟質なローム面下 25cmに構築され， 径

6m円円形プランを示l. 主柱は4ないし 5本であったと思われる.床面はやや軟弱で不

明瞭ながら周溝がまわ り柱穴は浅い.南町柱穴内には事大町炭化材が遺存していたが。ポ

ロポロに細片化Lてお9取上げる二とは不可能だった.また北~北東町大部分と炉担tなど

円遺構をはじめ造物的最も多い部分は，鉄道町掘削Oによって磁犠されてLまっていた.

遺物は，棋士中町土器片 l点と打石斧2本必よび凹石1個であった.

土拡は2っとも浅(.遺物は隠められなかったa その他には褐色土層的下位に置かれた

安山岩司自然聖堂1倒が見出されたのみである。これらと l号祉を結ぶ聞からはf置かながら

土器片が見出されたが.それらは l号祉と全〈同時期に属するも円であった.したがって

土拡をふくむ一帯は同期にかかbる屋外地位と Lて差支えない.なお.発掘区全体にわた

って，褐色土層下位から軟質なロ→ムに移る聞では 存子粒のような炭が疎らに確認され

た.当時町生活面を示す痕跡と Lておきえられるだろう.
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E遺物

遺物は.埋喪1.土器片 10占.石器5点.硬砂岩内チ yプ1点であった.

1 号祉の埋~ (4図11)1;1.上胴部~口縁部両大半を欠〈が器高 4.5cm・口径 34cmを計

り，器底カ句包弾形に近い典型的立曽和JV式深僻である.胎土は粗〈酸化鉄町枝を含み，器

墜は荒れているが焼成は硬い. 2本町沈線による口緑横帯士と懸垂文で器商を7分割'JLて

綬キ舛主的ハの字文を無雑作に施文している.底部には不鮮明な網代痕がみられる.!岡部は

煤肉付着が著L<'内堂内器底近〈には責物町炭化捧が厚〈残着Lている巴 ζのように埋

褒は，かなり烈し 〈使用された煮沸用器が機能転化する場合が多いのである.

土器片は。 1号祉出土の3以外は同祉町南ー西町近傍グリ γ ドからの出土である. 1と

2は同一個体かとも忠われる口縁部.3-711...、の字文町胴部町破片、 8.9は縄文同地文

を有L.10は網代艇をもっ底部である.これらはいずれも淡褐色を呈して胎土は糧〈酸化

鉄町粧を含む共通占があり 1号祉発見の捜襲と閉じ曽利V式土器片である.

石器のうち 1-3は1号祉.4. 5は南側町屋外から出土した.凹石11;1粗〈多孔質な輝

石安山岩製である杭回穴は認められない.打石斧2は表面が白〈風化Lて微かに腹背が

湾曲Lている.石賀1;1砂岩ホルンフェルスである. 3は硬砂岩製町打石斧であるが上学部

を欠(. 4は原石町表直を残Lた分厚い粘板岩の石片であり，片面から打撃を加えてフラ

ットな打欠き而に簡単な剥離を施Lている.石器に加工するには不週当なため中途で放棄

された石片かもしれない. 5はカマポコ形を呈L.底辺に刃をもついわゆる横刃型石器で

粘板岩肉薄い石片を用いている.

4結び

発掘町対輩とな勺た個所は，地形的に遺跡内西南端に当る。一方，鉄道を隔てた東側町

問地境に沿う道路には.住居右上と土域内断面カr観桜される. Lかし北側の畑では遺物町散

布はみられない.こうしたことから丸森遺跡は，台地町南寄っに 3-5軒ていどが並ょ中

期最末町J皐洛遺跡と推定きれ，すでに明治町鉄道開削によってその主体部は消央 Lたも町

と判断された.

このように今回同期貨では集落遺跡的最末端向調査になってLまったが，たいてい町諮

査では試ることのできない集落町末端的様相を知ることができたことに大きな意義を認め

なければならない. 小林公明)
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小母沢 遺 跡

位 置

丸森遺跡を上自に一瞥して絡沢川を渡った中央東線が，周囲のなかをつつき ゅ再び深い

掘削りに入るところが. ，)、母沢遺跡て4ある.鉄道が横切るあたり，母沢11)束縁円尾極的東

側は.地籍名を「底潜りJ と称する低湿地帯となっているが，湿地町各所から町湧水を車

両て流下する小沢が，)、母沢である.この東側には，鉄道線路によって切られている個所を

付根と Lて南西にのびる標高945m-935mの半島状町顕著な尾被がある.さらにそれは先

端で一度経れて「梨の木」と呼ばれる尾般に対時している.これら内尾根筋から小母沢に

かけては，縄文前~中期，平安時代町遺物が占々と発見されているので.こ町付近町遺跡

に小母沢およひ梨町木町名称を冠している.尾線筋から小母沢にかけては畑と一部原野で

あり、東南面は水田地帯となっている帆構造改普事業によって景観は一変L.当該尾棋

町制面も削取られて Lまっている.発

掘は沿線46mを対象としてグリッ ドを

設定Lて行った.

2 発掘の経過と遺構

発掘の結県、南東部門 1-12グリソ

ドでは.縄文後期初頭町住居祉2軒と

土拡およびいわ申るロ ムマウンド遺

栴を検出することができた.つづ03

-20グリッ ドにかけては，基盤的軟質

ロームに宜込んで炭粒を多量に官む土

滑に遭遇し，凹凸する痕跡簡がとらえ

られた.これに!itL北西部では僅かに

土2広告確認Lたに軒った.

1号住居祉は， 一辺 3mていどの隅

丸方形プランを呈し主軸方向は南北で

8 

以¥

τ 

、軍

~. 

可σ
， 
戸、..

" 

事6図小母沢遣掛(1: 1凹0)
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事7図小母沢遣時遺構主体部

あった.四隅の壁際には小さ〈浅い柱穴が穿たれている. ローム町壁高12cmと浅〈床面

は非常に凸凹と Lていて定まらず，東側は壁に接して不規則な低い段を有Lている.この

規模では，西町用地界に炉祉の一部が露われていいはずであるが.そ同気配は全〈無かっ

た.遺物は.打石斧と石銀各1点，土器は注目部日か4点的みであった.

2号住居祉も 1号祉と同様なプランであろう.壁高 13cmでさらに lOcmほどの段差を

有1.- . 床面はやはり凸凹が著しい.遺物は磨石 2 点と土器片 5.~であった.東南部は構造

改普工事による撹乱が及んでいたため，調査を見合わせた.

1. 2号祉にjfr接する 4越の土地は，どれも不定形でi主(.補色土ヵ<jjt横していた.この

うち間住居社町問にはさまれた土拡円最上面から，!1.H歯石製町大型有柄の錯様石器が出土

Lた.

1号祉の北では，表土下20cmに軟質ロ ムが盛上った不盤円形町マウンドが見出され，

その周縁部に沿って褐色土の落込みが認められた.調査の結呆，径 2.1m町ロ ム面下10

-15cmにi浅〈掘られた土拡を基底とする，いわゆるロームマウンド遺構であることが分

った.ただし， 褐色土町間層はかなり乱札て不鮮明な状態であり，その判別に苦Lめられ

た.マウンド直上から両耳杷手町破片が発見書札たほか遺物は無いo ~お束按 L て小さな

ピヮトがある.

次に.13-20グリ yドの範聞について述べてみよう.この地点町自然な層序ではー 平

均 15cm町耕作土(黒色土層)町下は 13cm前後円褐色土層となって軟質なローム層に移

行すべきところ， ここでは特異な状態がみられた.すなわちー褐色土層的下位は，径 2-

3mm長さ 3-5mmほどの炭粒を多量に含む掲色町層がl車いところでは lOcmに及んで認

9 



められた.そしてこれを迫跡すると.基盤である軟質ローム商はアパタ町ように凸凹Lて，

径 5-15cm.深さ 5-12cm内外向不規則な凹みないし小穴が無数にlTIまれていることが

"'1明Lた.それらは全〈無秩序であるが.炭滋りの褐色土が食込んでいる点では一帯が等

L<'木町線痕のような深いものはない.しかし他に手懸qはなし 20グリ ッド町宮炭層

直上から土師樽町口縁破片2点が発見されただけである.

発畑区町北西部は。 28-36グリ yド

町聞で土佐と土師器片 1市に硬司端的

府1片を認めたにすぎない. 3つ町土

拡はi曳<.黒褐色土カ。陸横していたこ

と以外特筆することがなか勺た.

3 遺 物

土器片的うら 1-3はl号祉ー 4-8

、く、 叉三ヌ
。

~ 
o 岡

第8図小母沢遺跡北西部土世

は2号祉出土町ものである.1.2.6-8は組雑な縄文的地文を大柄な曲線で区切って磨梢

Lている.4と511曲線や微かに綾申引責の引掻痕をとど的て無主に近、、.これらはゴロゴ

ロした胎土に酸化鉄町粒子を含み，淡補色を呈するきめ町惑い土器片であ?後期初頭町

井戸式に属する.ただし縦の長線 t~量帯同懸垂文が認められる 3 は.繍勺て曽利口式に該

当するので，周囲から紛れ込んだと忠われる.

法口(9 )は胴太で短かし上側を吊って支持する形態と思われる.胎土焼成は密で

な〈赤禍色を呈する.ロームマウンドから出土した 10は両耳把手町破片であろう.

次に石器について述べると. 1号主止からは打石斧と石継が出土Lた.打石斧13は刃部を

女jJlLて白〈風化Lているが，短冊形で片面に片理痕を残す砂岩ホルンフエルス製である.

有柄石t葺11li.透明県昭石鎚であるがk央郁側は厚〈て併l躯も大きい町で，製作中町切損

ではないかと観察される.

12は1.2号祉にはさまれた土佐町上面から出土した.最先端と舌部の先を欠〈が左右町

側縁に対称するキレット状制緩を施Lてある.大形町鎗とも幡先とい、いかねる尖頭器であ

って，あるいは括的ように使用された町かもしれない.不透明黒稿石製.

14はわずかに縞打痕を残Lて研磨された硬砂岩町磨石である. 2号祉の北壁上から出土

Lた.15 li輝石安山岩製町肩平な磨石である.焼土町付着がみられ火熱町ために一部が崩

れているが，両面とも手触りは滑かである. 2号祉出土. (小林公明)
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期10図平安時代の遺骨

4 平安時代の遺物
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。 5，冊
=型空.

本調査では遺構を確認するまでに至らなかったが，調査区内中央から北よワに土師器町

破片が発見されている.また、発揖地占のす f北東町古地上には遺構があるらし〈土師器

ー灰柑陶器片が発見されている。こ札ら町中て・図示できるもの 5点を摘出Lて図示Lた。

10図 lは土師器内援形土器で.胎土中には，金雲母末を混入し焼成は普通である.底部

には木業痕が認められ内墜にJJt化樺カず付着するo 10図2.3は土師器町全手形土器で¥ ロタ

ロ整形であるo 2は糸ザJ底で胎土は鍛密であり内外面とも赤褐色を呈するo 3も糸切底で

内外面ともに赤褐色である o 10図41;1高古血で ロクロ強形のうえ焼成も 般的である.

10図5は灰粕陶器町土手形土器で，外反気味の付高古をした高古訴である.

以上が平安時代町遺物的おおまかな説明ーであるが.類例を町内に求めると手洗沢 l号住

居祉の平安時代後期円資科が島市，本資料もこれに類似Lた平安時代後期に帰属するもの

であると考えられる o (平出一治)
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5結ぴ

今囲内調査は，幅 4mという極〈限られた部分を発鋸Lたにすぎないが，小母沢遺跡的

興味ある性格的一端を明らかにすることができた.

発掘区町南東部でたがいに近接Lている一群町遺構は， 指して縄文後期初頭のものと

考えていいだろう.しかもそれは. 1. 2号祉の貧弱な構築ぷりから窺えるように， おそら

〈短時期町仮住い~-J~:小集落と想定される.こ内ような後期初頭町遺臨帆同じ〈小集落

と固される中期最車内丸森遺跡と対時Lあっている町は注意に値しよう.また.いわゆる

ロ ムマウンド遺構については，当地方でも近年同発掘によって次々と発見されてきてい

る. 目下，縄文中期と平安後期 とにあり，その様態は個々に呉るが.越本的な構造は一致

する.武藤雄六はこの遺構について r共同便所兼肥溜J説を提出Lている.m

次に。13-20グリ yドの遺帽であるが，こ町ような痕跡遺構とでもいうべきも町を，意

職的にとらえたのは当地方では初めてであり他にも例を聞かない.限られた発掘町ため全

体的在り方はつかめないが、発掘区町東西に延びていることは確かであり.不整形に展開

Lていると想像される.その時期については，決的手kなる造物が見当らないため何とも

いい難い.しかし少〈とも平安時代後期より降ることは考えられない。では.この痕跡遺

構は何であろうか?様々な解釈が成立つだろうが，炭位向起源を単に山火事のような自然

現象に求める的は，その平商的ひJうがり及TJ混在状態からみて無理がある.結論的にいえ

ば，これは人為町加えられた遺4再であり.焼畑農耕のようなも町町痕跡と考えた方がすっ

きりと説明がっしこのように軟質ロ ム面に遣された小穴や凸凹1;1，掘棉あるいは打石

斧などをもってする球担額的掘採りや楢付けによって刻まれるも町が最も頬似しているか

らである.

最後に，平安時代的遺構に関しては，すでに別的地点から発見されている遺物に加え，

今回も若干の土師器片が出土したので，住居祉をふ〈む遺構カ吋寸近に存在することは確か

である.あるいは，すでにその一部は古〈鉄道開削町時に失われたかとも疑われるが.今

後円調査に待ちたい. (小林公明)

当医武藤雄六 r所開ロームマウンドに挑む」山麓考古車3号 1975
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尭催風景

グリ ット尭掘の状況 1号住居祉

図版 1 丸森遺障



尭掴風景

遺構主体部 (手前が2号右上)

図版2 小母沢 遺 跡
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揖1号住居lit(凸凹がはIfL、、)

いわゆるロームマウンド遺構 (iJγ トとしたところ)

図版3 小母沢遺跡



13グリ yドの痕肺迫揖

16グリ γ ド向痕跡遺構

図版4 '1、母沢遺跡
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